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白
猪
の
滝
は
、
皿
ヶ
嶺
連
峰
県
立
自

然
公
園
の
中
に
あ
る
高
さ
96
ｍ
の
滝
で

す
。

　

春
は
新
緑
、
初
夏
は
清
涼
感
あ
ふ
れ

る
避
暑
地
と
し
て
、
秋
は
紅
葉
と
い
ろ

い
ろ
な
表
情
を
見
せ
ま
す
が
、
特
に
厳

冬
期
の
氷
瀑
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、

幻
想
的
な
景
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

夏
目
漱
石
や
正
岡
子
規
も
訪
れ
、
句

や
歌
を
詠
ん
だ
記
録
も
残
っ
て
い
る
、

東
温
市
を
代
表
す
る
景
勝
地
で
す
。
白

猪
の
滝
農
村
公
園
駐
車
場
か
ら
徒
歩
30

分
程
度
、
林
道
や
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

白
猪
の
滝

（
東
温
市
河
之
内
）

○�新春のご挨拶（県連会長・全国連会長）

○第63回商工会全国大会

○青年部・女性部全国大会

○女性部福岡県視察研修

○バイヤーズルーム2023（９月の部）

○全職協経営支援事例発表全国大会

○D2C展開事業者のご紹介

○�グーペホームページ作成コンテスト�
導入研修会

表紙　写真提供：東温市商工会
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愛
媛
県
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
村
上
　
友
則

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
６
年
の
年

頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
引
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
も
日
ご
と
に
和

ら
ぎ
、
人
や
物
の
流
れ
も
活
気
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
な
ど
、
社
会

経
済
活
動
は
持
ち
直
し
の
動
き
が

見
え
て
参
り
ま
し
た
。
年
も
改
ま

り
、
今
年
は
賑
わ
い
に
更
な
る
弾

み
が
増
し
、
勢
い
の
あ
る
飛
躍
の

年
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
は
、
人
口
減
少

に
伴
う
市
場
の
縮
小
、
労
働
者
の

確
保
や
賃
上
げ
問
題
、
資
源
価
格

の
高
騰
に
端
を
発
し
た
物
価
高
な

ど
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
は
否
め

ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
本
会
で
は
、
地
域

に
根
差
し
、
事
業
者
に
寄
り
添
っ

た
伴
走
支
援
が
実
施
で
き
る
よ
う

商
工
会
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
時
代
に
即
し
た
業

務
の
合
理
化
や
効
率
化
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

特
に
、
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
社
会

を
迎
え
る
な
か
、
小
規
模
小
ロ
ッ

ト
な
ら
で
は
の
商
品
を
低
料
金
で

ネ
ッ
ト
販
売
を
可
能
と
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
徐
々
に
参

画
事
業
者
が
増
え
て
参
り
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
連

の
研
修
会
や
専
門
家
派
遣
等
も
実

施
す
る
な
ど
、
小
規
模
事
業
者
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
体
制
を
強
化

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
日
本
公
庫
と
の
連

携
に
よ
る
事
業
承
継
支
援
に
お
い

て
は
、
四
国
で
は
初
と
な
る
オ
ー

プ
ン
ネ
ー
ム
に
よ
る
事
業
承
継

マ
ッ
チ
ン
グ
in
愛
媛
を
１
月
26
日

に
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
事
業
拡
大
・
多
角
化

を
ご
検
討
の
方
、
ま
た
事
業
承
継

で
の
創
業
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、「
会

員
あ
っ
て
の
商
工
会
」
と
い
う
原

点
に
立
ち
返
り
な
が
ら
、
我
々
に

与
え
ら
れ
た
役
割
を
し
っ
か
り
と

心
に
刻
み
、
事
業
者
の
皆
様
方
は

も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
様
方
に
も

寄
り
添
い
な
が
ら
、
き
め
細
や
か

な
事
業
活
動
を
通
じ
、
地
域
の
持

続
的
発
展
に
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
役
職

員
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

全
国
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
森
　
　
義
久

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
六
年
の
新
春

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
は
、
約
三
年
あ
ま
り
続
い

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
５
類
移
行
に
伴
い
、
経
済
の
正

常
化
が
進
み
、
観
光
業
等
を
中
心

と
し
て
、
景
気
の
緩
や
か
な
回
復

が
進
み
ま
し
た
。

　

一
方
、
続
く
円
安
進
行
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
輸
入
物
価
の
高
騰
、
人

手
不
足
、
過
去
最
大
の
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
な
ど
、
地
域
の
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て

は
、
売
上
は
上
が
っ
て
も
利
益
を

出
す
こ
と
が
厳
し
い
情
勢
が
続

き
、
加
え
て
新
た
に
始
ま
っ
た
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
な
ど
、

環
境
変
化
に
追
わ
れ
る
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
十
一
月
に

開
催
し
た
第
六
十
三
回
商
工
会
全

国
大
会
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
約

二
、八
〇
〇
名
の
商
工
会
関
係
の

皆
様
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
数
多

く
の
ご
来
賓
の
も
と
、「
我
が
国

経
済
の
根
幹
を
な
す
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
大
型

経
済
対
策
の
実
施
」
や
「
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る

商
工
会
の
体
制
強
化
」
な
ど
、
五

項
目
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
決
議

し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
決
議
項
目
を
実
現

し
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時

代
に
対
応
す
る
べ
く
、
商
工
会
組

織
を
挙
げ
て
、
き
め
細
や
か
な
伴

走
型
の
支
援
に
全
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　

新
た
な
年
も
、
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
電
子
帳
簿
保
存
法
へ
の
対

応
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
や
脱
炭
素
化

社
会
へ
の
転
換
、
深
刻
な
人
手
不

足
に
対
す
る
省
力
化
対
策
、
円
安

に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
へ
の

対
応
並
び
に
海
外
展
開
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
事
業
承
継
の
更
な
る
加

速
化
な
ど
、
地
域
で
頑
張
る
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻

く
経
済
情
勢
に
は
多
く
の
課
題
が

残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　

　

引
き
続
き
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
声
を
国
等
に
届
け
、

商
工
会
と
し
て
、
皆
様
の
実
状
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
実
行

す
る
体
制
を
構
築
し
、
事
業
を
推

進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に

よ
っ
て
、
地
域
の
経
済
・
生
活
の

不
安
定
さ
が
高
ま
る
中
で
、
社
会

課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
連
帯
に
よ
る
地
方
創
生

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
地
域
に

根
差
し
た
唯
一
の
経
済
団
体
と
し

て
、
そ
の
役
割
を
発
揮
す
る
と
と

も
に
「
会
員
あ
っ
て
の
商
工
会
」

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た

う
え
で
、
私
も
全
国
商
工
会
連
合

会
会
長
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す

べ
く
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員

の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り

ま
し
て
、
本
年
が
、
明
る
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

本
年
も
商
工
会
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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昨
年
11
月
22
日（
水
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
、
第
63
回
商
工
会
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約

二
千
八
百
名
、
本
県
か
ら
は
26
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
森
全
国
連
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
岸
田
内
閣
総
理
大

臣
、
西
村
経
済
産
業
大
臣
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
武
村
農
林

水
産
副
大
臣
か
ら
の
祝
辞
、ま
た
、

多
数
の
関
係
団
体
を
代
表
し
て
、

田
中
日
本
政
策
金
融
公
庫
代
表
取

締
役
総
裁
、
山
野
全
国
農
業
協
同

組
合
中
央
会
代
表
理
事
会
長
か
ら

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
意
見
表
明
・
大
会
決

議
に
移
り
、坂
下
大
会
副
会
長（
三

重
）
か
ら
、
次
の
５
項
目
の
実
現

に
向
け
決
議
案
が
発
表
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
経
営
改
善
普
及
事
業

に
貢
献
の
あ
っ
た
団
体
・
個
人
へ

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
事
業
推
進
優

良
商
工
会
等
表
彰
で
は
西
予
市
商

工
会
の
沖
野
会
長
が
代
表
で
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
県
の
被
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

石
田　

美
雪
（
周
桑
）

　

三
好
和
歌
子
（
砥
部
町
）

■
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

　

近
藤　

信
行
（
土
居
町
）

　

加
地　

茂
友
（
土
居
町
）

　

玉
置　

荷
光
（
周
桑
）

　

村
瀬　

栄
一
（
越
智
）

　

濱
川　

博
和
（
越
智
）

　

平
田　

満
則
（
し
ま
な
み
）

　

黒
木　
　

博
（
中
島
）

　

今
井　

和
美
（
東
温
市
）

　

相
原　
　

彰
（
東
温
市
）

　

大
島　

千
市
（
東
温
市
）

　

今
村　

暢
秀
（
松
前
町
）

　

松
田　

一
成
（
砥
部
町
）

　

福
野　

耕
章
（
砥
部
町
）

　

大
塚　

和
利
（
長
浜
町
）

　

滿
野　
　

真
（
長
浜
町
）

　

山
本　

勝
美
（
内
子
町
）

　

上
田　

純
一
（
内
子
町
）

　

井
上　

恵
一
（
西
予
市
）

　

日
越　

三
雄
（
西
予
市
）

　

泉
野　

豊
文
（
吉
田
三
間
）

　

八
田　

耕
一
（
津
島
町
）

　

中
村　
　

敏
（
津
島
町
）

【
青
年
部
功
労
者
】

　

森　
　

貴
大
（
し
ま
な
み
）

【
女
性
部
功
労
者
】

　

曽
我　

澄
子
（
保
内
町
）

　

福
田
美
佐
江
（
伊
方
町
）

　

前
田　

広
恵
（
津
島
町
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

野
村　

友
子
（
周
桑
）

　

山
内　

智
子
（
周
桑
）

　
■
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

【
組
織
統
一
推
進
枠
部
門
】

　

し
ま
な
み
商
工
会

【
共
済
部
門
】（
福
祉
共
済
）

　

双
海
中
山
商
工
会

　

内
子
町
商
工
会

　

西
予
市
商
工
会

　

鬼
北
町
商
工
会

　

愛
南
町
商
工
会

第
63
回
商
工
会
全
国
大
会

全国連　森会長挨拶

代表受賞する沖野会長（西予市）

大会の様子

一
、�

我
が
国
地
域
経
済
の
根
幹
を

な
す
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
を
支
援
す
る
大
型
経
済

対
策
の
実
施

一
、�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

を
支
援
す
る
商
工
会
の
体
制

強
化

一
、�

税
制
・
金
融
、
労
務
支
援
制

度
等
の
改
正
・
拡
充
に
よ
る

事
業
環
境
の
整
備

一
、�

リ
ス
ク
に
備
え
た
経
営
支
援

の
強
化
及
び
災
害
か
ら
の
復

興

一
、�
地
域
唯
一
の
経
済
団
体
と
し

て
の
商
工
会
の
組
織
力
強
化

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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全
国
商
工
会
連
合
会
で
は
、
地

域
の
資
源
や
技
術
を
活
用
し
た
特

産
品
等
の
販
路
開
拓
支
援
を
図
る

た
め
、
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ル
ー
ム
事
業

（
審
査
会
型
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
）
を
年
２
回
（
９
月
・
11
月
）

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
の
部
に
お
い
て
、
全
国
か

ら
１
０
１
商
品
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ

れ
る
な
か
、
本
県
で
は
、
株
式
会

社
う
に
ま
ん
じ
ゅ
う
の
田
村
菓
子

舗（
伊
方
町
）「
八
寿
み
か
ん
大
福
」

が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
今
後
、
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
に
出
展
す
る
と
、
約
40

社
の
バ
イ
ヤ
ー
に
商
品
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ほ
か
、
褒
賞
に

よ
る
付
加
価
値
向
上
や
個
別
商
談

が
期
待
で
き
ま
す
。
次
回
機
会
で

の
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

11
月
28
日
、
部
員
増
強
運
動
で

成
果
の
あ
っ
た
福
岡
県
女
性
連
と

の
意
見
交
換
会
の
た
め
、
部
長
等

13
名
で
福
岡
県
へ
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
女
性
連
菊
地
会
長
よ

り
、
女
性
起
業
者
を
増
や
す
た
め

の
創
業
塾
を
支
援
、
会
員
の
配
偶

者
へ
の
声
が
け
な
ど
積
極
的
に
女

性
部
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
が
部

員
増
強
に
繫
が
っ
た
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
意
見
交
換
後
、
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
振
り

返
り
の
時
間
を
設
け
、
各
自
が
部

員
増
強
の
た
め
に
実
践
し
て
い
く

こ
と
を
再
度
共
有
し
ま
し
た
。

　

移
動
研
修
で
は
、
九
州
国
立
博

物
館
、
太
宰
府
天
満
宮
、
柳
川
藩

主
立
花
邸
・
御
花
等
を
視
察
し
ま

し
た
。
部
長
同
士
の
横
の
繫
が
り

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
商
工
会
連
合
会

「
審
査
会
型
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
」

バ
イ
ヤ
ー
ズ
ル
ー
ム
２
０
２
３

�

（
９
月
の
部
）

女
性
部
部
員
増
強
に
係
る

福
岡
視
察
研
修

八寿みかん大福

審査会の様子

　

第
23
回
商
工
会
青
年
部
全
国

大
会
群
馬
大
会
が
11
月
15
・
16

日
、
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
に
て
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
約
三
千
六
百
名
、

本
県
か
ら
も
15
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
群
馬
県
青
連
田
子

会
長
よ
り
歓
迎
挨
拶
等
の
後
、
各

種
事
業
表
彰
で
は
、
本
県
か
ら
松

野
町
の
金
谷
裕
貴
氏
が
感
謝
状

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が

行
わ
れ
、
審
査
の
結
果
、「
私
に

視
え
る
『
変
化
』
で
生
み
出
す
新

し
い
時
代
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で

発
表
さ
れ
た
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
の
保
立
明
宏
氏
（
茨
城
県
）
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
元
プ
ロ
野
球

選
手
の
斎
藤
佑
樹
氏
に
よ
る
「
選

択
と
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
を
テ
ー

マ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
の

講
演
が
行
わ
れ
、
選
手
時
代
の
苦

労
し
た
話
や
何
事
に
も
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
立
候
補
の
あ
っ

た
９
名
の
青
年
部
員
が
商
品
の

Ｐ
Ｒ
を
行
う
商
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
部
長
会
議
で
は

各
委
員
会
の
取
り
組
み
内
容
等

の
事
業
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
１
日
目
終
了
後
に
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
参
加

部
員
と
交
流
を
深
め
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
向
上
さ

せ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｇメッセ群馬にて／11月15日

女
性
部
全
国
大
会

　

第
24
回
商
工
会
女
性
部
全
国

大
会
in
し
ず
お
か�

が
10
月
18
日
、

静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
約
二
千
二
百
名
の
女
性
部

員
が
参
加
し
、
本
県
か
ら
も
30
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
静
岡
県
女
性
連
今

野
会
長
の
歓
迎
挨
拶
等
の
後
、
各

種
事
業
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が

行
わ
れ
、
審
査
の
結
果
、「
女
性

部
活
動
か
ら
学
ぶ
、
島
の
子
供
達

と
の
ふ
れ
あ
い
」
と
題
し
、
観
光

客
誘
致
の
た
め
、
地
元
高
校
生
等

の
子
供
達
と
観
光
名
所
の
傍
に

「
ひ
ま
わ
り
」
を
三
千
本
植
え
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
さ
れ

た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
小
川

博
子
氏
（
長
崎
県
）
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
東
京
大
学
薬

学
部
教
授
の
池
谷
裕
二
氏
に
よ

る
「
脳
か
ら
考
え
る
や
る
気
と
熱

意
、
そ
し
て
加
齢
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
が
行
わ
れ
、興
味（
や
る
気
）

を
持
っ
た
際
に
は
、
記
憶
力
は
衰

え
る
こ
と
は
な
く
、
年
齢
は
関
係

な
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

移
動
研
修
で
は
、
日
本
最
長
の

人
道
吊
橋
「
三
島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー

ク
」、
徳
川
家
康
公
が
祀
ら
れ
て

い
る
国
宝
「
久
能
山
東
照
宮
」、

天
城
越
え
で
有
名
な
「
浄
蓮
の

滝
」
等
を
視
察
し
ま
し
た
。
地
元

部
員
に
よ
る
歓
迎
の
お
も
て
な

し
を
受
け
、
県
内
外
の
部
員
同
士

の
交
流
を
深
め
、
今
後
の
女
性
部

活
動
の
参
考
と
な
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

青
年
部
全
国
大
会

浄蓮の滝にて／10月17日

意見交換会にて／11月28日

青
年
部
・
女
性
部
を
通
じ
た
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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申
告
所
得
税
・
法
人
税
に
関
し

て
、
帳
簿
・
書
類
を
保
存
す
る
義

務
の
あ
る
す
べ
て
の
事
業
者
が
、

令
和
６
年
１
月
１
日
以
後
に
メ
ー

ル
等
を
使
っ
た
電
子
取
引
（
見
積

書
、
請
求
書
、
納
品
書
、
領
収
書

等
）
が
あ
っ
た
場
合
は
、
電
子
取

引
デ
ー
タ
を
必
ず
電
子
デ
ー
タ
と

し
て
保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存
に

あ
た
っ
て
は
、
改
ざ
ん
防
止
措
置

や
検
索
機
能
の
確
保
な
ど
の
保
存

要
件
に
従
っ
た
対
応
が
必
要
と
な

り
ま
す
。詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

12
月
７
日
・
８
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
に

て
、
全
国
商
工
会
職
員
協
議
会�

経
営
支
援
事
例
発
表
全
国
大
会
・

下
期
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
約
３
０
０
名
の
商
工
会
職
員

が
集
い
ま
し
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
を
勝
ち
抜
い
た
８
名
に
よ
る
事

例
発
表
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
に

は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
新
た
な
事
業

の
柱
を
つ
く
り
躍
進
」
を
テ
ー
マ

に
発
表
し
た
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
広
島
県
神
辺
町
商
工
会�

藤
本

貴
史
経
営
指

導
員
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

四
国
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
の
伊

方
町
商
工
会

中
村
喜
範
経

営
指
導
員
は
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
交
流
会
で
は
、

「
え
ひ
め
の
魅
力
発
信
ミ
ニ
物
産

展
」
を
実
施
し
、
愛
媛
の
特
産
品

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
親
睦

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

愛媛のミニ物産展

　

二
日
目
は
、
株
式
会
社
ゆ
う
ぼ

く�

代
表
取
締
役�

岡
崎
晋
也
氏
に

「
カ
ッ
コ
い
い
農
業
か
ら
、
日
本

に
力
を
」
と
題
し
て
、
事
業
承
継

や
人
材
育
成
等
失
敗
や
変
化
を
恐

れ
ず
進
化
し
続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

四
国
初
の
全
国
大
会
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、全
国
各
地
で
の
様
々

な
経
営
支
援
事
例
を
共
有
で
き
た

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
ボ
イ
ス
王
商
工
会
エ

デ
ィ
シ
ョ
ン
」
は
、
令
和
５
年
10

月
１
日
よ
り
開
始
し
た
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
対
応
し
た
適
格
請
求
書

の
発
行
・
受
領
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
行

え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま
た
、
電

子
帳
簿
保
存
法
に
準
拠
し
た
電
子

取
引
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
が
で

き
、
準
拠
し
た
内
容
（
取
引
日
・

取
引
先
・
金
額
）
で
検
索
で
き
る

機
能
も
あ
り
ま
す
の
で
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
対
応
の
み
な
ら
ず
、
電

子
帳
簿
保
存
法
へ
の
対
応
が
可
能

な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

電
子
帳
簿
保
存
法

（
電
子
取
引
）
に
つ
い
て

経
営
支
援
事
例
発
表
全
国

大
会
（
愛
媛
大
会
）
開
催

イ
ン
ボ
イ
ス
王

商
工
会
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン

国税庁HP

カタログ 公式HP

岡崎　晋也 氏

各ブロック代表商
工
会
「
イ
ン
ボ
イ
ス
王
」
で
経
営
の
効
率
化
と
合
理
化
を
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【
企
業
概
要
】

　

当
社
は
、
親
子
の
メ
ン
タ
ル

コ
ー
チ
と
し
て
起
業
し
、
発
達
障

が
い
や
不
登
校
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
支
援
に
あ
た
っ
て

は
、
困
り
ご
と
や
原
因
だ
け
に
目

を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
背

景
に
あ
る
も
の
を
全
体
的
か
つ
包

括
的
に
整
え
ら
れ
る
よ
う
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
「
代
表
者
の
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、

や
さ
し
い
話
し
方
で
心
も
癒
や
さ

れ
た
。」
と
い
っ
た
好
評
が
多
数

寄
せ
ら
れ
、
県
内
外
で
の
講
演
会

で
講
師
も
務
め
ま
す
。

　

理
念
に
掲
げ
る
「
あ
り
の
ま
ま

の
マ
マ
に
な
る
。」
の
輪
が
、
確

実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

【
取
組
内
容
】

　

支
援
の
内
容
や
実
績
、
代
表
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
発
信
し
て
お

り
、
北
条
商
工
会
に
支
援
を
頂
き

な
が
ら
、
改
良
や
更
新
に
努
め
て

い
ま
す
。

【
企
業
概
要
】

　

当
社
は
、「
誠
実
・
丁
寧
・
一

生
懸
命
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
看
板
製

作
会
社
で
す
。
創
業
か
ら
40
余
年

の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

手
書
き
の
賞
状
か
ら
大
型
サ
イ
ン

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ま
で
、
様
々
な
注

文
に
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
ロ
ゴ
や
販
促

グ
ッ
ズ
、
カ
ラ
ー
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な

ど
も
手
掛
け
、「
思
い
を
カ
タ
チ

に
す
る
ア
ド
・
マ
ツ
ウ
ラ
」
と
し

て
、
広
告
業
界
に
新
風
を
吹
き
込

み
、
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

【
取
組
内
容
】

　

鬼
北
町
商
工
会
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

ま
し
た
。
施
工
事
例
を
多
数
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
注
文
か
ら
施
工

ま
で
の
作
業
フ
ロ
ー
を
紹
介
し

て
、
受
注
に
導
き
ま
す
。
さ
ら
な

る
魅
力
向
上
の
た
め
、
県
連
主
催

の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
し
、
改
良

を
重
ね
て
い
ま
す
。

代表の川手さん

当社製作「鬼のウォールアート」

お
や
こ
コ
ー
チ
ン
グ

ｍ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ
ｒ
ｉ
ａ

代
表　

川
手　

美
香

松
山
市
八
反
地

ア
ド
・
マ
ツ
ウ
ラ

代
表　

松
浦　

創

北
宇
和
郡
鬼
北
町
大
字
近
永
１
４
７
２

Ｄ
２
Ｃ
展
開
事
業
者
の
ご
紹
介　
～
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
活
用
～

▲HP

▲HP

https://www.ehime-cgc.or.jp/

Ｈ
Ｐ
・
Ｅ
Ｃ
構
築
ツ
ー
ル
を
利
活
用
し
、
販
路
開
拓
し
ま
し
ょ
う
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商
工
会
連
合
会
は
、
全
国
商
工

会
連
合
会
が
推
奨
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
サ
ー
ビ
ス「
グ
ー
ペ
」

の
活
用
促
進
の
一
環
と
し
て
、
10

月
31
日
、
各
社
が
作
成
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
グ
ー
ペ
」
サ
ー
ビ

ス
提
供
元
で
あ
る
Ｇ
Ｍ
Ｏ
ペ
パ
ボ

社
の
高
橋
理
氏
を
講
師
に
迎
え
、

商
工
会
の
担
当
職
員
と
と
も
に
操

作
実
習
を
行
い
、
売
上
増
加
（
Ｄ

２
Ｃ
）
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
向
上
へ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
良
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
研
修
会
の
成
果
披
露

な
ど
、
グ
ー
ペ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ

ン
テ
ス
ト（
令
和
６
年
１
月
17
日
）

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

グ
ー
ペ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

コ
ン
テ
ス
ト
導
入
研
修
会

研修会の様子

売上拡大・販路開拓におすすめ！

販路開拓サイト「CANVAS」
　全国商工会連合会では、中小・小規模事業者の販路開拓支援の一環として、ポータル
サイトを開設しました。
本サイトを通じて、全国連が主催する展示会や商談会、セミナー等への各種申込のほか、
ネットショップ運営に関するポイントなどを動画配信しますので、適宜ご活用ください。
※各種申込や一部のコンテンツ閲覧には、アカウント作成（会員登録）が必要となります。 ▲本サイト

保険を診断してみませんか？

詳しくは最寄りの商工会へお問い合わせください！

専門家が診断し、わかりやすく説明いたします。
老後に不安がある
（医療・介護の準備に
どんなものがある？）

補償（保障）内容を変えずに毎月・
毎年の掛金が節約できるとしたら…
ご興味ありませんか？

無料診断

経費を削減したい

加入している
保険の内容を
詳しく知りたい

【支援概要】　 　小規模事業者が直面する制度変更等（物価高騰、賃上げ、インボイス制度の導入等）に対応するため、
　　　　　　経営計画を作成し、計画に基づいて行う販路開拓等の取組の一部が補助されます。
　　　　　　　申請に際しましては、最寄りの商工会へご相談ください。
【補助上限と補助率】

※インボイス特例の要件を満たす場合　上記補助上限額に50万円を上乗せ
※赤字事業者は補助率3／4

【締切日】　第15回受付締切分：未定
【公募要領URL】　https://ehime-sci.jp/pickup/822/

「小規模事業者持続化補助金」

公募要領▶

類　型 通常枠 賃金引き上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠
補助率 2/3 2/3（※） 2/3 2/3 2/3
補助上限 50万円 200万円 200万円 200万円 200万円

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
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商工会WEBセミナーのご案内
　愛媛県商工会連合会のホームページからご利用いただ
けます。
　ページ下部「お役立ち情報リンク集」
の「経営に役立つWEBセミナー」より、
各種セミナーをご視聴いただけます。

ご利用方法
　ご利用の際には、IDとパスワードが必
要となります。お近くの商工会へお問合
せください。 ▲本会HP 松山支社

TEL（089）913-8780

本年も、商工会をよろしくお願い申し上げます。
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